
 

 

 

 

 

 

 

９月１日・２日に小学部５年生の初めての宿泊研修がありました。路線バスや徒歩で、網走市内を巡

りました。１日目には、モヨロ貝塚、ヴィクトリアステーション、オホーツク流氷館、網走消防署南出

張所を巡り、北海ホテルに泊まりました。２日目には、網走郷土博物館、流氷硝子館、道の駅と巡りま

した。日差しが照りつける中、３０分と長い距離を歩くなど二人とも頑張っていました。宿泊研修では、

学校関係者以外での施設の人や店員さんのとの関わり、普段体験できない消防署などでのはしご車に乗

る体験など、充実した２日間となりました！！ 

新型コロナウイルスがまだ収まらない中ではありましたが、天候にも恵まれ無事に実施することがで

きました。（文責：猪股） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学部６年生３名は、９月２１日・２２日に北見市へ見学旅行に行きました。初めに呼人駅に集合し、

JR に乗って移動しました。あまり経験のない JR に、３人とも興味津々。あっという間に北見駅に到

着しました。 

１日目は、木のプラザ、北網圏北見文化センターなどを巡って見学を行いました。プラネタリウムで

は、大迫力の投影を体験することができました。夕食は、ホテルの豪華なメニュー。種類がとても豊富

で、大人でも食べきるのが大変な程でした。２日目は、サントライ北見にて、「流氷窯」の制作に取りか

かりました。粘土が固く、形を変えるのがとても大変でしたが、教えてくれる方の手本に注目し、粘土

を伸ばしたり丸めたりして、上手に作品を完成させることができました。その後、それぞれ個別にメニ

ューを選択した昼食を食べて、網走に戻りました。 

３名とも、しおりを見て行程を確認しながら、様々な体験をすることができました。（文責：佐々木） 
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７月１４日から１５日にかけて中学部１・２年生５名で、宿泊研

修に行ってきました。１日目の最初の見学先、博物館網走監獄では、

施設内の見学とそれぞれが選んだ昼食を食べました。昔の建物やロ

ウで作られた人形に興味津々な様子でした。午後からは、北方民族

博物館を見学した後、羊毛を使ってコースター作りを行いました。

羊毛に水をかけ、ローラーで形を整える作業は大変力を使いました

が、休憩をとりながら一生懸命に取り組んでいました。宿泊先の北

海ホテルでは、好きな物をたくさん食べたり、みんなでゲームをし

たりと生徒たちの笑顔がたくさん見られました。 

２日目には、流氷硝子館でストラップ作りを体験しました。自分

で選んだガラス玉やビーズを紐に通していき、５人それぞれ

の個性が光る作品を作り上げることができました。道の駅

では、家で待っている家族のことを考えながらお土産を選

んだり、お腹いっぱいと言いながらアイスを食べたり、微笑

ましい姿も見られた２日目でした。 

 天候にも恵まれ、充実した２日間を過ごすことができま

した。（文責：大澤晴美） 

 

 

 

 

中学部３年生４名は、９月 1４日から 1６日の日程で旭川方面へ見学旅行に行ってきました。3日間

の見学旅行では、１日目は北の嵐山大雪釜で小鉢を作る体験をしました。初めての陶芸体験でしたが、

生徒達は丁寧に粘土で形を作り、模様をつけることができました。１２月頃に完成品が届くということ

で、今から楽しみです。２日目の旭山動物園では、１人１台 iPad を持って、動物の写真を撮ってまわ

りました。午後は旭川空港の見学と、真駒内養護学校との交流を行いました。旅行中の思い出や、旅行

中に起こったハプニングなどを、写真を交えながら話し合い、楽しく交流できました。３日目は、ラウ

ンドワンでの体験活動。生徒達は思い思いに自分の好きな活動を行いました。中でもみんなで勝負した

カーレースのゲームが白熱して楽しかったと話していました。 

コロナ禍の中でしたが、地域・施設の方々のご協力をいただき、思い出に残る見学旅行になりました。

これも保護者の皆様のご理解とご協力があってのことです。ありがとうございました。（文責：大澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快晴！中学部１・２年宿泊研修 
 

見学旅行 

編集後記 
今号は、宿泊研修・見学旅行の様子についてお伝えしました。１０月に入り、学校祭の特別日課が

始まりました。児童生徒は本番に向けて劇の練習や販売会の準備に取り組む予定です。（文責：塩越） 

 


